
近年ドローン（無人航空機）を用いた産業への活用・物流改革等が進む中 監視業務を行うために進化し

た無操縦者航空機が実用化され、更に空の移動革命として研究開発が進んでいる「空飛ぶクルマ」など、

社会における身近な乗り物として eVTOLなどの新しいコンセプトによる航空機を使用し次世代に向けて

大きなゲームチェンジが起ころうとしています。

ドローンや空飛ぶクルではこれまでの航空機とは異なる技術が活用されています。

しかしながらこれらの要素技術を使って次世代エアモビリティを設計・運用していくのは人・人財です。

日本エアモビリティ総合研究所（JAM総研）は次世代エアモビリティの開発・発展にむけて人財の重要

性に着目し、当研究所の経験豊かな有識者による製造（技術・開発・研究等）分野や運用分野（整備・

運航等）の人財の育成・活用・転換・労働市場のサポートを推進・研究を行う機関として設立されました。

JAM総研はエアモビリティ技術の発展と社会実装に向けた研究・技術者の育成を通じて、持続可能な未来

を創造します。

Mission

Company Detail

次世代エアモビリティ実装に関わる研究
 ・会員企業との共同研究
 ・会員企業に対する情報発信
 ・必要人材の育成・提案

人材派遣・人材紹介
・航空機製造・整備に関わる技術人材
・産業機械・整備に関わる人材
・シニアエンジニア

設立 2023年4月4日 株式会社日本エアモビリティ総合研究所 （社名変更 2024年12月）
代表者 代表取締役社長/研究所会長 梅津三男
厚生労働大臣認可番号 労働者派遣事業 ：派13-316860 有料職業紹介事業：13-ユ-315709

Japan Air Mobility Research Institute

日本エアモビリティ総合研究所

経験豊かな有識者【2025年4月現在】※多数の分野から有識者参画予定

Home Page:  https://www.jam-ri.com (テクニカルジャーナル配信）

You Tube :     www.youtube.com/@JAMちゃんねる-s7v
連絡先:          jam@jam-ri.co.jp

https://www.jam-ri.com/
http://www.youtube.com/@JAMちゃんねる-s7v


Japan Air Mobility Research Institute

日本エアモビリティ総合研究所

We Support the Memorial Flight between Saga & Tokyo
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